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会
費
払
込
手
数
料
は
同
窓
会
員
の
ご
負
担
と
さ
せ
て
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
諸
事
情
を
ご
高
配
の
上
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

払
込
の
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
手
数
料
の
安
い
も
の

に
は
以
下
の
方
法
（
令
和
３
年
７
月
現
在
）
が
ご
ざ
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
ご
都
合
に
あ
わ
せ
て
選
択
頂
き
、
払
い
込
み
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
住
所
等
の
訂
正
が
お
あ
り
の
場
合
に
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
同
封
の
払
込
取
扱
票
に
ご
記
入
の
上
、
左
記
①
の

方
法
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
通
り
、

　
　
　
　

 

同
封
の
払
込
取
扱
票
を
用
い
て
現
金
で
払
い
込
む
場
合

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓
口
扱
い
で
２
０
３
円
、

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
扱
い
で
１
５
２
円
。

②
会
員
個
人
の
銀
行
口
座
か
ら
振
り
込
む
場
合

振
込
人
を
特
定
す
る
た
め
に
、
そ
の
銀
行
の
様
式
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

振
込
人
氏
名
の
前
か
後
に
、
ま
た
は
別
情
報
入
力
欄
に
、
整
理
番
号
の
最

初
の
０
と
枝
番
以
降
を
省
い
た
情
報
を
添
え
て
下
さ
い
。
整
理
番
号
は
、

同
封
の
払
込
取
扱
票
下
部
の
ご
依
頼
人
の
と
こ
ろ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
整
理
番
号
が
「
０
０
１
２
３
４
５
６
‐
５
１
（
Ｈ
０
１
）」で
あ
る

な
ら
ば
、「
１
２
３
４
５
６
」
と
し
て
下
さ
い
。

 

ア 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
総
合
口
座
な
ど
か
ら
の
振
替
の
場
合

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓
口
扱
い
で
１
４
６
円
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ゆ
う

ち
ょ
ダ
イ
レ
ク
ト
扱
い
は
月
５
回
ま
で
な
ら
無
料
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
扱
い
で
１
０
０
円
。

こ
の
場
合
の
振
込
先
は
、

　
　
　

記
号　

０
０
３
４
０
＝
１　
　

番
号　

０
０
１
８
１
１

 

イ 

他
の
銀
行
か
ら
振
り
込
む
場
合

手
数
料
は
そ
の
銀
行
の
規
定
に
よ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
で
は
無
料
と
な
る
場
合
も
あ
る
よ

う
で
す
。

こ
の
場
合
の
振
込
先
は
、

銀
行
名　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

金
融
機
関
コ
ー
ド　

９
９
０
０　
　

店
番　

０
３
９

店
名　

〇
三
九
支
店
（
ゼ
ロ
・
サ
ン
・
キ
ュ
ウ
で
す
）

預
金
種
目　

当
座　
　

口
座
番
号　

０
０
０
１
８
１
１

名
義
人　

茨
城
県
立
水
海
道
第
一
高
等
学
校　

済
美
同
窓
会

カ
ナ
氏
名　

イ
バ
ラ
キ
ケ
ン
リ
ツ
ミ
ツ
カ
イ
ド
ウ　

ダ
イ
イ
チ
コ
ウ

コ
ウ
セ
イ
ビ
ト（
シ
ス
テ
ム
の
30
文
字
制
限
の
た
め
）

会
費（
１
０
０
０
円
）払
込
手
数
料
負
担
の
お
願
い
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事
務
局
よ
り

　

事
務
局
は
、
母
校
教
員
で
あ
る
同

窓
生
が
授
業
の
合
間
に
、
係
分
担
し

て
総
会
の
準
備
や
同
窓
会
報
『
済
美

同
窓
』
発
行
、
支
部
会
へ
の
参
加
な

ど
、
手
分
け
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
の
上
、

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

済
美
同
窓
会
で
は
、
在
校
生
の
文

化
部
・
運
動
部
へ
の
援
助
活
動
、
山

口
奨
学
基
金
授
与
、
各
種
同
窓
会
へ

の
補
助
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

水
海
道
一
高
済
美
同
窓
会

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
９
７
（
２
２
）
０
０
２
９

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
９
７
（
２
２
）
５
４
７
９

　E
-m

a
il

（
職
員
室
）

　
　k

o
ho

@
m

itsu
k
a
id

o
1
-h.ib

k
.e

d
.jp

 

令
和
２
年
度
事
業
報
告

令
和
２
年

　

４
月
７
日
（
火
）　

令
和
２
年
度
入
学
式
（
於
：
母
校
体
育
館
）

　

６
月
20
日
（
土
）　

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
正
副
実
行
委
員
長
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
於
：
母
校
応
接
室
）

　

８
月
２
日
（
日
）　

済
美
同
窓
会
役
員
会
（
於
：
母
校
亀
陵
会
館
）

　

９
月
３
日
（
木
）　

山
口
奨
学
金
授
与
式
（
於
：
母
校
応
接
室
）

　

10
月
10
日
（
土
）　

創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典
（
於
：
母
校
体
育
館
）

令
和
３
年

　

２
月
26
日
（
金
）　

令
和
２
年
度　

同
窓
会
入
会
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
卒
業
記
念
品
：
印
鑑
贈
呈
）（
於
：
母
校
体
育
館
）

　

３
月
１
日
（
月
）　

令
和
２
年
度　

第
73
回
卒
業
証
書
授
与
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
於
：
母
校
体
育
館
）

※
各
支
部
総
会
は
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し
た

退
　
職

　

海
老
沼　

洋 

校
長 

定
年
退
職
（
高
全
31
回
卒
） ［
在
職
２
年
］

　

石
井
千
佳
子 

教
諭 

定
年
退
職
（
高
全
31
回
卒
） ［
在
職
10
年
］

　

久
保
村
弘
之 

教
諭 

定
年
退
職
（
高
全
31
回
卒
） ［
在
職
12
年
］

　

岡
田　

充
子 

教
諭 

退
職 

［
在
職
１
年
］

　

吉
田　

智
治 

講
師 

退
職 

［
在
職
３
年
］

転
　
出

　

加
納
美
由
紀 

教
諭 

牛
久
栄
進
高
へ 

［
在
職
９
年
］

　

岩
沢　

哲
也 

教
諭 

竜
ケ
崎
一
高
へ 

［
在
職
９
年
］

　

佐
藤　

紘
司 

教
諭 

石
下
紫
峰
高
へ 

［
在
職
５
年
］

　

丸
山　

成
人 

教
諭 

竹
園
高
へ 

［
在
職
２
年
］

配
置
換
え
（
本
校
内
）

　

髙
野
美
有
紀 

教
諭 

水
海
道
一
高
よ
り 

　

 
 

本
校
附
属
中
準
備
職
員
へ 

［
在
職
10
年
］

転
　
入

　

髙
橋　
　

淳 

校
長 
古
河
二
高
よ
り
（
高
全
33
回
卒
）

　

倉
持　
　

訓 

教
頭 
常
総
市
飯
沼
小
よ
り
（
高
全
39
回
卒
）

　

澤
邉　

芳
里 

教
諭 

水
海
道
二
高
よ
り

　

高
橋　

祐
子 

教
諭 

土
浦
湖
北
高
よ
り

　

中
山　

克
則 

教
諭 

鬼
怒
商
業
高
よ
り 

　

鈴
木　

宏
明 

教
諭 

明
野
高
よ
り

　

清
水　

大
典 

教
諭 

鹿
島
灘
高
よ
り

　

東
井　

宏
樹 

教
諭 

つ
く
ば
工
科
高
よ
り

　

浅
野　

理
就 

教
諭 

筑
波
大
付
属
坂
戸
高
よ
り

　

福
田　

瑞
輝 

教
諭 

古
河
三
高
よ
り

　

加
治　

直
弥 

教
諭 

土
浦
一
中
よ
り

　

都
築　
　

浩 

教
諭 

土
浦
三
高
よ
り

　

篠
﨑　
　

樹 

主
事 

竹
園
高
よ
り

母
校
の
人
事
異
動

令
和
３
年
度

（
常
時
勤
務
者
の
み
掲
載
）

第
24
回 

済
美
同
窓
会

　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会
報
告

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
を
考
慮
し
て
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
11
月
８
日
（
月
）
水
海

道
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
終
息
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
自
粛
さ
れ
る

中
、
今
年
度
本
校
で
は
、
昨
年
度
実
施
で
き
な
か
っ
た
定
期
戦
や
亀
陵
祭

を
、
そ
の
規
模
を
縮
小
し
内
容
を
変
え
、
な
ん
と
か
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ほ
ん
の
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
生
徒

の
笑
顔
（
マ
ス
ク
を
つ
け
て
の
状
態
で
す
が
）
が
見
る
こ
と
が
で
き
、
や

は
り
教
育
の
主
役
、
本
校
の
主
役
は
、
一
人
一
人
の
生
徒
で
あ
る
こ
と
を

私
自
身
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
大
変
な
時
期
が

続
く
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
私
た
ち
は
、
生
徒
が
輝
け
る
学
校
作
り
を

目
標
に
、
今
で
き
る
最
高
の
も
の
を
生
徒
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
同
窓
会

と
力
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
折
原　

史
康　

高
全
35
回
卒
）

◇
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
　
男
女
　
（
関
東
大
会
）

◇
弓
道
部
　
（
関
東
大
会
）

◇
吹
奏
楽
部
（
全
国
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ス
テ
ー
ジ
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
）

◇
写
真
部
（
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
）

◇
弁
論
部
（
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
）

※
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
緞
帳
の
修
復

 

母
校
援
助
活
動




